
（別添１）

# 令和4年12月16日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者名等の名称を
記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備内容等を記載（陸
上交通に係る確保維持事業において、車両減価償却費等及び公
有民営方式車両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている場
合、離島航路に係る確保維持事業において離島航路構造改革補
助（調査検討の経費を除く。）を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間において、前回の
事業評価結果をどのように生活交通確保維持
改善計画に反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に基づく事業が適切に実施されたかを
記載。計画どおり実施されなかった場合には、
理由等記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果
が達成されたかを、目標ごとに記載。目標・効
果が達成できなかった場合には、理由等を分
析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記載。改善策は、事
業者の取り組みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特
に、評価結果を生活交通確保維持改善計画にどのように反映させ
るか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

東郷町地域公共交通会議

地域内フィーダ系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

瀬戸自動車運送株式会社
南西コース左・右回り

ららぽーと愛知東郷～祐福寺～ららぽーと愛知東郷

・バスターミナル発着となったことを受け、旅客
需要にどのような効果があったか検討
→南西コースは、町内主要施設及び住宅地を
結ぶ路線であり、バスターミナルで乗り換える
ことで、町北東部及び鉄道駅へのアクセスが
可能となる。そのため、町北東部及び鉄道駅
を経由する他コースに乗り継ぐことができる無
料乗継券を発行するとともに、乗り継ぎに配慮
したダイヤ設定により乗り継ぎを円滑にしてい
る。その結果、バスターミナルが乗降車数とも
に最多となっており、コース利用者に占める乗
継券の利用割合についても他路線と比較して
最も高い。

（参考）
・北コースについて、平均乗車密度や収支率
が低水準であるため、今後、新型コロナウイ
ルスの影響を勘案しながら、利用促進を実施
→令和4年9月9日から10月31日までの期間、
ららぽーと愛知東郷に協賛いただき、じゅんか
い君及び東郷・藤田医大バス利用者にらら
ぽーと愛知東郷で利用できる優待カードを配
布。

・令和4年3月31日までのデマンドタクシーの実
験で課題となった乗合率の向上等に留意し、
本格運行後も必要に応じて運用面の見直しを
検討
→実証実験結果から、本町においては貸切車
両でなくタクシーの空き車両を活用する形が
最適と判断し、その形で令和4年7月1日から
本格運行を開始。

・地域間幹線系統である星ヶ丘・豊田線につ
いて、輸送量が補助要件を下回っていること
から、利用状況等を分析の上、路線のあり方
について沿線市町とともに検討
→乗降者数について、イオン三好店アイモー
ル前バス停の利用が多いことから、本町・みよ
し市・名鉄バス・イオン三好店で令和5年度の
イベント実施について協議。

A
遅延などによる運休はなく、事業が計画に位
置づけられたとおり、適切に実施された。

【南西コース】
■事業の目標・効果
　目標利用者　22,675人
　利用者実績　24,664人（達成）

　新型コロナウイルスの感染症のまん延によ
り、利用者数について多少の浮き沈みがあっ
たものの、極端な自粛もなく、また、令和3年4
月1日の再編から一定期間経過し、路線が定
着したこともあり、安定した利用があった。

（参考）
■輸送量に関するその他事項
・運行回数　2,756回
■収支率に関する事項
・令和３年度収入額実績値
　694,757円（補助金交付申請書より。）
・令和３年度経常経費
　17,296,382円（補助金交付申請書より。）
・令和３年度収支率
　694,757円÷17,296,382円＝0.04

A

・乗降カウントシステムを活用し、引続き旅客需要の
把握・分析を行う。

・引続き新型コロナウイルス感染症対策を行いなが
ら、町内外の人が多く訪れるららぽーと愛知東郷内
でのバスマップの設置やイベント開催等を行い、バ
ス利用促進の啓発に努める。

（参考）
・デマンドタクシーについて、引続きデータを収集・分
析し、必要に応じて運用面の見直しについて検討す
る。

・星ヶ丘・豊田線について、チラシの配布やイベント
開催等を行い、バス利用促進の啓発に努めるととも
に、沿線市と路線のあり方を検討していく。
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令和4年12月16日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　全国的に少子高齢化が進んでいることから、本町においても運転免許証の返納者は増加することが予想されるが、本町には鉄道駅がなく、自動車交通に依存する
交通特性となっている。
　このような中、本町では、東郷中央土地区画整理事業を核とするまちづくり「セントラル開発」において、まちに不足する大型商業施設や本町の交通結節点となるバ
スターミナルを整備し、町民が歩いて暮らせるコンパクトシティを目指したまちづくりを進めている。このことから、本町では、令和３年４月より本町のコミュニティバスで
あるじゅんかい君の路線再編を行い、全路線、バスターミナルを発着点としたことから、南西コースにおいては、このバスターミナルで乗り継ぐことにより、公共交通機
関を利用して町北東部及び近隣市の鉄道駅にアクセスすることが可能となった。
　それにより、町南西部の町民の公共交通における移動を円滑にするとともに外出機会の創出を図ることを目的として、事業を実施した。
　町南西部においても基幹バスは運行しているが、主要道路での運行となっており、それのみでは町南西部全域を網羅できない。そのため、基幹バスやじゅんかい君
等が乗入れるバスターミナルでの乗り継ぎを円滑にし、町南西部の町民の公共交通における移動を円滑にするとともに外出機会の創出を図るためには、当該事業を
維持することが必要である。

東郷町地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金


